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明
八
八
一
五
」
で
上
記
の
文
献
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
実
際
は
２
頁
あ
り
ま
す
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
登
録
は
明
治
四
十
一

（
一
九
〇
八
）
年
で
あ
る
こ
と
、
千
住
南
四

丁
目
（
南
千
住
）
の
若
林
善
太
郎
氏
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

図
面
を
見
る
と
Ⅴ
字
と
な
っ
た
部
分
に
、

球
形
の
頭
の
つ
い
た
ピ
ン
の
よ
う
な
も
の

を
差
し
込
み
、
そ
れ
を
栓
抜
器
に
挟
ん
で

抜
く
方
法
の
よ
う
で
す
。
ビ
ン
の
栓
は
、

コ
ル
ク
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
蝶
番
を
使
っ
て

あ
り
、
使
用
し
な

い
と
き
は
折
り
た

た
め
る
こ
と
が
こ

の
栓
抜
器
の
特
徴

で
す
。

　

こ
う
し
た
器
具

を
出
願
し
、
製
品

化
し
人
が
南
千
住

に
い
た
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
所
蔵
者

（
寄
贈
者
）
が
発
明

者
と
同
じ
若
林
氏

で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
、
地
域
の
モ
ノ

づ
く
り
や
人
の
繋

が
り
が
い
ろ
い
ろ

と
想
像
で
き
る
資

料
で
す
。

　
（
学
芸
員
　
荻
原

ち
と
せ
）

　

昨
年
、
開
催
し
た
「
博
物
館
の
い
っ
ぴ

ん
」
展
で
は
、
博
物
館
の
収
蔵
す
る
珍
し

く
ち
ょ
っ
と
面
白
い
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
展
示
し
た
の
が
、
こ
の
実
用

新
案
登
録
さ
れ
た
木
製
の
栓
抜
器
で
す
。

　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
千
住
四
丁

目
の
若
林
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

テ
コ
の
原
理
で
、
ビ
ン

の
栓
を
開
け
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
形

状
か
ら
す
ぐ
に
想
像
が

つ
い
た
の
で
す
が
、
現

代
の
ビ
ン
の
大
き
さ
で

は
押
さ
え
の
部
分
の
形

が
合
わ
な
い
と
い
う
の

は
と
も
か
く
、
ど
う
し

て
も
テ
コ
の
力
を
発
揮

す
る
部
分
が
ビ
ン
か
ら

遠
す
ぎ
る
た
め
使
い
方

が
も
う
ひ
と
つ
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

展
覧
会
に
向
け
て
再

調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ

こ
の
栓
抜
器
が
実
用
新

案
登
録
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

特
許
情
報
プ
ラ
ッ

ト

ホ

ー

ム
（h

ttp
:/

/

w
w

w
.j-p

la
tp

a
t.in

p
it.

g
o
.jp

）
の
簡
易
検
索
で
、

特
許
・
実
用
新
案
、
「
実
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定
収
穫
高
を
そ
の
年
の
作
況
を
勘
案
し
て

賦
課
さ
れ
る
。
田
は
石
高
で
、
畑
は
金
銭

に
換
算
し
て
算
出
さ
れ
る
永
（
貫
文
、
銭
）

で
、
こ
れ
を
石
高
に
仮
に
換
算
し
て
い
る
。

　

※　

近
世
前
期
が
中
心
な
の
で
便
宜
上

１
石
＝
金
１
両
＝
銭
４
貫
文
と
仮
定

し
て
計
算
（
「
永
換
算
」
項
目
）
。

　

次
に
年
貢
率
の
前
提
と
な
る
伊
藤
谷
新

田
の
村
高
で
あ
る
が
、
は
じ
め
は
二
二
二

石
八
斗
八
升
八
合
で
、
割
付
状
の
う
ち
一

通
に
も
記
載
が
あ
り
（
№
４
）
、
同
時
代
の

「
武
蔵
田
園
簿
」
で
も
同
じ
村
高
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
足
立
は
元
禄
八
（
一
六
九
五
）

た
「
古
文
書
巻
」
の
う
ち
、
収
録
さ
れ
て

い
る
年
貢
割
付
状
（
年
貢
徴
収
命
令
書
。

前
欠
・
後
欠
を
含
む
）
十
八
通
か
ら
作
成

し
た
幕
府
直
轄
領
、
伊
藤
谷
新
田
の
年
貢

高
変
遷
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
幕
府
代
官
伊
奈
氏
が
発
給

し
た
年
貢
割
付
状
で
、
江
戸
時
代
前
期

の
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
か
ら
享
保

三
（
一
七
一
八
）
年
ま
で
が
ひ
と
ま
と
ま

り
に
な
っ
て
い
る
。
№
１
の
寛
永
十
四

（
一
六
三
七
）
年
の
割
付
状
は
末
尾
の
み
が

伝
来
、
さ
ら
に
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年

の
も
の
も
確
認
で
き
る
。
ま
ず
江
戸
時
代

の
年
貢
は
検
地
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
公

　「
貢
も
み
や
す
く
」
？

　

こ
の
高
評
価
の
要
因
に
つ
い
て
①
「
貢

も
み
や
す
く
」
（
＝
年
貢
・
税
が
軽
い
）
、

②
水
害
も
旱
害
も
な
い
と
す
る
。
そ
の
結

果
、
「
至
っ
て
の
上
地
」
（
＝
素
晴
ら
し
い

上
級
の
土
地
柄
）
と
評
価
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
古
松
軒
が
報
告
し
た
事
項
の
う
ち

多
く
は
納
得
で
き
る
記
述
が
多
い
。
田
畑

の
比
率
が
七
対
三
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

空
地
（
未
使
用
地
）
が
無
い
こ
と
、
鷹
場

の
掛
（
御
場
掛
）
の
御
用
が
あ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

　

※
足
立
は
全
面
平
野
部
で
山
や
谷
が
無

く
全
面
耕
地
化
で
き
る
た
め
、
未
使

用
地
（
「
空
地
」
）
が
な
か
っ
た
。

　

だ
が
「
貢
も
み
や
す
く
」
と
し
た
部
分

は
ど
う
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
た
。
な
か
な

か
資
料
に
出
会
え
な
か
っ
た
が
、
文
化
遺

産
調
査
の
結
果
、
綾
瀬
の
吉
田
家
文
書
が

寄
贈
さ
れ
、
年
貢
関
係
資
料
が
見
出
さ
れ

た
の
で
検
討
を
試
み
始
め
た
。
本
稿
は
そ

の
年
貢
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。

吉
田
家
「
古
文
書
巻
」
か
ら

　

こ
こ
に
掲
げ
た
一
覧
は
、
先
年
綾
瀬
、

伊
藤
谷
の
吉
田
康
子
氏
か
ら
ご
寄
贈
頂
い

「
大
上
々
国
」
足
立

　

寛
政
期
の
地
理
学
者
、
古
川
古
松
軒
（
ふ

る
か
わ
・
こ
し
ょ
う
け
ん
）
が
記
し
た
「
四

神
地
名
録
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
本
書

は
老
中
戸
田
氏
教
の
命
を
う
け
寛
政
六

（
一
七
九
四
）
年
に
江
戸
近
郊
を
調
査
、
地

域
ご
と
の
実
情
を
幕
閣
に
報
告
し
た
も
の

で
あ
る
。
足
立
の
綾
瀬
川
周
辺
の
土
地
風

土
に
つ
い
て
次
の
記
述
を
掲
載
し
て
い
る

（
『
近
世
地
誌
史
料
集
』
当
館
）
。

…
略
…
さ
て
此
辺
の
土
地
は
大
上
々
国
と

思
は
れ
、
荒
川
近
村
よ
り
も
勝
レ
し
や
ふ

に
見
へ
、
綿
な
ど
も
作
り
、
空
地
さ
ら
に

な
く
、
綾
瀬
川
を
越
へ
て
は
、
田
方
七
分
、

畑
方
三
分
、
何
レ
の
村
に
も
難
渋
の
貧
者

と
見
ゆ
る
家
な
し
、
委
し
く
聞
は
、
御
鷹

掛
り
の
御
用
節
も
有
る
故
に
、
貢
も
み
や

す
く
、
水
旱
の
難
だ
に
あ
ら
ざ
れ
は
至
而

の
上
地
也
…
略
…

　

引
用
部
分
は
、
足
立
郡
花
又
村
の
記
述

の
抜
粋
で
、
足
立
の
土
地
を
「
大
上
々
国
」

と
絶
賛
す
る
。
こ
れ
は
「
上
々
」
か
ら
「
下
々
」

ま
で
江
戸
近
郊
の
地
を
９
ラ
ン
ク
に
わ
け

て
い
る
う
ち
の
最
上
級
の
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

第 645 号（２）
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「
大
上
々
国
」
足
立
、
豊
か
さ
の
要
因
は
？

「
大
上
々
国
」
足
立
、
豊
か
さ
の
要
因
は
？

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      
―
江
戸
時
代
の
年
貢
率
か
ら
―

―
江
戸
時
代
の
年
貢
率
か
ら
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    
多多  
田田  
文文  
夫夫



令和３年１１月足 立 史 談

る
。
た
だ
し
ベ
ー
ス
の
村
高
は
一
六
四
石

余
と
い
う
元
禄
検
地
の
数
字
で
あ
る
。
実

際
、
ど
の
く
ら
い
の
収
穫
高
が
あ
っ
た

の
か
を
明
治
政
府
が
調
査
し
た
数
字
で

見
る
と
（
明
治
９
・
１
０
年
「
東
京
府
村

誌
」
よ
り
）
、
伊
藤
谷
村
（
伊
藤
谷
新
田

の
後
身
）
の
生
産
高
は
四
〇
〇
石
を
超
え

る
。
米
二
八
四
石
余
、
麦
一
二
八
石
余
で

計
四
一
二
石
に
達
し
、
そ
の
他
の
産
物
も

あ
る
。
仮
に
明
治
初
年
の
収
穫
高
が
約

四
〇
〇
石
と
す
れ
ば
、
税
率
は
一
二
％
ど

こ
ろ
か
、
わ
ず
か
〇
・
五
割
と
な
る
。
確
か

に
古
松
軒
が
言
う
通
り
「
貢
も
み
や
す
く
」

す
ご
せ
る
地
域
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

漸
減
し
た
年
貢
率
を
幕
府
権
力
の
後
退

と
み
る
か
、
村
、
百
姓
衆
の
成
長
と
み
る

か
は
評
価
が
別
れ
よ
う
。
し
か
し
年
貢
率

が
低
く
農
家
の
取
り
分
が
多
い
＝
豊
か
な

農
村
地
帯
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
こ
れ
は
結
果
論
か
も
知
れ
な
い
が

文
化
遺
産
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

素
封
家
た
ち
の
活
躍
の
制
度
的
基
盤
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。

 
【
主
な
参
考
文
献
】

神
立
孝
一
「
関
東
『
畑
永
』
の
変
遷
に

つ
い
て
」
（
『
創
価
経
済
論
集
』
１
４

（
２
）
、
１
９
８
４
年
）
／
和
泉
清
司
『
徳

川
幕
府
成
立
過
程
の
基
礎
的
研
究
』
（
文

献
出
版
、
１
９
９
５
年
）
／
小
澤
正
弘

『
関
東
郡
代
伊
奈
氏
の
研
究
』
（
私
家
版
、

２
０
０
４
年
）
ほ
か

　
　
　
　
　
　  

（
郷
土
博
物
館　

学
芸
員
）

年
施
行
、
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
定

ま
っ
た
元
禄
検
地
が
明
治
ま
で
の
基
準
数

字
に
な
る
が
、
伊
藤
谷
新
田
は
一
六
四
石

二
升
二
合
の
ま
ま
明
治
を
迎
え
る
。
こ
の

検
地
の
未
施
行
は
公
定
収
穫
高
の
確
定
が

一
七
五
年
間
行
わ
れ
ず
明
治
を
迎
え
る
こ

と
と
な
る
（
後
述
）
。

三
公
七
民
か
ら
漸
減
す
る
年
貢
率

　

筆
者
自
身
予
想
し
な
か
っ
た
の
が
実

際
の
年
貢
率
で
あ
る
。
一
覧
の
年
貢
率

を
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
が
、
貞
享
三

（
一
六
八
六
）
年
以
前
は
、
お
お
む
ね
三
割

の
年
貢
率
を
確
保
し
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
後
は
高
く
て
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年

の
約
二
五
％
（
№
１
７
）
、
低
い
年
は
、
わ

ず
か
六
％
半
（
№
１
３
、１
６
）
と
な
る
。

　

つ
ま
り
足
立
の
年
貢
率
は
江
戸
時
代
前

半
に
三
公
七
民
で
徐
々
に
年
貢
率
が
下
が

り
、
年
に
よ
っ
て
は
一
公
九
民
以
下
で
あ

る
。
江
戸
時
代
の
年
貢
は
「
五
公
五
民
」

と
い
う
（
『
地
方
凡
例
録
』
）
。
八
王
子
周

辺
の
年
貢
率
は
、
約
三
〇
％
で
推
移
し
た

と
い
う
か
ら
五
公
五
民
は
実
態
と
異
な
る

と
し
て
も
、
一
割
未
満
の
年
貢
率
は
、
た

し
か
に
古
松
軒
が
言
う
「
貢
も
み
や
す
く
」

と
い
う
言
葉
を
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

最
後
に
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
の
年

貢
を
見
て
み
よ
う
。
明
治
新
政
府
に
な
っ

て
も
江
戸
時
代
の
年
貢
徴
収
方
法
は
そ
の

ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
丹
後
宮
津
藩
出
身
の
地

方
官
、
河
瀬
外
衛
が
発
給
し
た
年
貢
割
付

状
で
は
約
一
二
％
の
年
貢
率
と
な
っ
て
い

（３）第 645 号

近世前期　足立郡渕江領伊藤谷新田の年貢高
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【出展】　全般「古文書」巻子装３巻（足立区綾瀬・𠮷田家文書）収録。
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本
田
氏
か
ら
別
れ
た
家
で
あ
る
可
能
性
の

高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
川
本
本

田
氏
の
本
拠
は
遺
構
が
現
存
し
て
お
り
、

南
側
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
東
西
一
二
五

メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
の

館
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
こ
こ
で
忍
び
の

鍛
錬
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

【
参
考
文
献
】

埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
『
企
画
展　

実
相　

忍
び
の
者
』
令
和
三
年

岩
田
明
広
「
戦
国
の
忍
び
を
追
う
―
葛
西

城
乗
取
と
羽
生
城
忍
び
合
戦
―
」
（
『
埼
玉

県
立
史
跡
の
博
物
館
紀
要
』
一
四
号
、
令

和
三
年
）

　  　
（
文
化
財
係
学
芸
員　

佐
藤　

貴
浩
）

  

こ
こ
で
見
ら
れ
る
足
立
の
文
化
財

　

大
聖
寺
（
関
原
二
―
二
二
―
一
〇
）
所

蔵
の
文
化
財
が
出
展
さ
れ
ま
す
！

足
立
区
登
録
有
形
文
化
財

八
代
目
市
川
団
十
郎
奉
納
木
造
提
灯
扁
額

 

【
場
所
】
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
（
荒
川

区
南
千
住
六
―
六
三
―
一
）

 

【
展
示
名
】
江
戸
文
字
を
描
く
―
江
戸
の

デ
ザ
イ
ン
文
字
の
魅
力
―

 

【
会
期
】
一
〇
月
三
〇
日
（
土
曜
日
）
～

一
二
月
五
日
（
日
曜
日
）

※

歌

舞

伎

の

市

川

家

が

嘉

永

六

年

（
一
八
五
三
）
に
大
聖
寺
へ
奉
納
し
た
名
品

で
す
。
平
成
三
一
年
に
修
復
さ
れ
輝
き
を

取
り
戻
し
た
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
し
文
を
掲
載
し
た
古
文
書
は
、
一
〇
点

程
度
し
か
な
い
「
忍
」
と
記
さ
れ
た
古
文

書
の
一
つ
で
す
。
今
回
は
「
忍
」
の
部
分

を
拡
大
し
た
図
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
葛
西
要
害
以
忍
乗
取
」
（
葛
西
要
害
を

忍
び
を
も
っ
て
乗
っ
取
り　

※
原
本
で
は

「
取
」
か
ら
改
行
さ
れ
て
お
り
、
図
１
に
は

あ
り
ま
せ
ん
）
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
従
来
、

こ
の
「
忍
」
に
つ
い
て
は
忍
者
の
こ
と
と

考
え
る
説
と
、
「
こ
っ
そ
り
」
と
い
う
副
詞

と
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
二
説
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
忍
」
は
、
夜

間
に
葛
西
城
へ
潜
入
し
て
城
を
乗
っ
取
る

作
戦
と
、
そ
れ
に
従
事
す
る
人
々
の
こ
と

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
田
家
文
書
に
は
、
北
条

氏
康
が
本
田
氏
に
た
い
し
て
「
無
紋
で
参

陣
し
た
な
ら
ば
」
と
い
う
文
言
の
あ
る
文

書
が
あ
り
、
従
来
は
そ
の
意
味
が
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今

回
の
展
示
で
は
、
「
所
属
不
明
と
な
る
よ
う

に
旗
に
紋
を
付
け
な
い
で
参
陣
せ
よ
」
と

い
う
意
味
だ
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
は
、
戦
場
に
お
け
る
自
分
の
活
躍
が
目

立
つ
よ
う
に
旗
に
紋
を
付
け
て
参
陣
す
る

の
が
普
通
で
し
た
が
、
忍
び
に
従
事
す
る

者
に
対
し
て
、
内
密
に
参
陣
せ
よ
と
北
条

氏
が
命
じ
て
い
る
の
で
す
。

■
本
田
氏
の
ル
ー
ツ　

本
田
氏
の
ル
ー
ツ

は
武
蔵
国
男
衾
郡
本
田
郷
（
現
埼
玉
県
深

谷
市
川
本
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
は
本
田
氏
と
は
別
な
川
本
本
田
氏
の

拠
点
で
し
た
。
し
か
し
、
本
田
氏
は
川
本

進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
忍
者
の
研
究
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
忍
者
と
い
う
言
葉
を

使
っ
た
最
も
早
い
例
は
、
昭
和
三
十
一
年

か
ら
昭
和
三
十
三
年
に
か
け
て
五
味
康
祐

が
連
載
し
た
『
柳
生
武
芸
帳
』
と
い
わ
れ
、

そ
れ
以
前
は
忍
び
や
忍
び
の
者
と
呼
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
南
北
朝
時
代
の
動
乱

を
描
い
た
『
太
平
記
』
に
は
「
逸
物
ノ
忍

ヲ
八
幡
山
へ
入
レ
テ
、
神
殿
ニ
火
ヲ
ゾ
懸

タ
リ
ケ
ル
」
と
あ
り
ま
す
。
文
意
は
、
「
優

れ
た
忍
び
を
石
清
水
八
幡
宮
へ
潜
入
さ
せ
、

神
殿
へ
放
火
さ
せ
た
」
と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
が
忍
び
の
初
見
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
戦
国
時
代
の
「
忍
」　

戦
国
時
代
に
「
忍
」

と
い
う
文
言
が
み
ら
れ
る
古
文
書
は
一
〇

点
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
分

析
し
た
岩
田
氏
は
、
忍
び
は
、
正
規
軍
の

力
攻
め
と
は
別
に
、
「
夜
間
に
行
う
小
規
模

な
戦
闘
を
と
も
な
う
潜
入
・
乗
取
・
放
火

な
ど
の
特
殊
な
戦
術
で
、
そ
の
役
に
つ
い

た
特
殊
部
隊
や
人
も
表
す
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
上
杉
謙
信
の
書
状

に
は
、
「
夜
わ
さ
鍛
錬
之
者
」
と
あ
り
、
謙

信
の
配
下
に
夜
わ
ざ
（
夜
間
作
戦
）
に
長

け
た
者
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
本
田
家
文
書
の
「
忍
」　

本
田
家
文
書
に

は
北
条
氏
が
本
田
氏
に
与
え
た
古
文
書
九

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
の
八
点
は
、
永

禄
五
年
（
一
五
六
二
）
の
北
条

氏
に
よ
る
葛
西
城
（
葛
飾
区
）

攻
略
戦
に
か
か
わ
る
も
の
で

す
。
六
一
二
号
に
写
真
と
書
き

　

本
誌
六
一
二
号
（
平
成
三
一
年
二
月
刊

行
）
に
お
い
て
、
郷
土
博
物
館
に
寄
託
さ

れ
て
い
る
本
田
家
文
書
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
本
田
家
文
書
は
、
こ
の
夏
、

埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
企
画
展
「
実
相　

忍
び
の
者
」
に
出

展
さ
れ
、
展
示
担
当
の
岩
田
明
広
氏
に
よ
っ

て
様
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
本
田
家
文
書
と
忍
者
の

関
係
性
に
つ
い
て
、
新
し
く
指
摘
さ
れ
た

こ
と
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

■
忍
び
と
は　

忍
び
、
す
な
わ
ち
忍
者
と

い
え
ば
、
か
つ
て
は
漫
画
や
小
説
の
世
界

の
話
で
あ
っ
て
、
学
問
の
対
象
と
は
み
な

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、

忍
者
の
里
と
し
て
有
名
な
伊
賀
市
や
甲
賀

市
を
擁
す
る
三
重
県
の
三
重
大
学
で
忍
者

に
関
す
る
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
三
重
大
学
で
は
修
士
課
程
に
専
門

科
目
と
し
て
「
忍
者
・
忍
術
学
」
（
歴
史
・

文
学
が
中
心
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
ほ
ど

で
す
。
ま
た
、
青
森
県
で
は
弘
前
藩
の
忍

者
屋
敷
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

青
森
大
学
で
は
部
活
動
と
し
て
日
本
唯
一

の
忍
者
部
が
創
設
さ
れ
、
忍
者
の
研
究
も

は
い
、
文
化
財
係
で
す

は
い
、
文
化
財
係
で
す
㉝㉝

本
田
家
文
書
と
忍
び

本
田
家
文
書
と
忍
び

図１


